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今号のトピックス

・國學院大學博物館と連携協定を締結

・熱川温泉がジオサイトに指定

・新研究員紹介

・東アジア文化都市 2023「伊豆のふるさとと文学」

・ジオカフェ「街道がつなぐ工芸」「おんせんはたいへん in河津」

・静岡ガス連携イベント「ジオぱく深海魚を訪ねて」

・ジオリア開催ワークショップ

　

2023年 8-11月

國學院大學博物館と連携協定を締結、展示や普及イベントを開催
　美しい伊豆創造センターは國學院大學博物館（東京都渋谷区）と連携協定を
締結しました。伊豆半島の自然・文化に関する調査・研究をおこなう両者が学
術的な交流を深め、展示や教育・普及事業などで相互に連携を進めていくこと
で合意しました。連携事業の一環として、國學院大學博物館では特別展「三嶋
の神のモノガタリー焼き出された伊豆の島々」を開催し、ジオリアでもサテラ
イト展示を行いました。また、特別展に合わせて、テーマにゆかりの深い三島
市や下田市を舞台に、同学の研究者を招いたジオカフェやウォークイベント＠
下田市白浜、@三島市内を実施しました。

連携協定締結式典の様子

國學院大學博物館での特別展
伊豆半島からもジオガイドをはじめ多くの方が
特別展を見に訪れました

國學院大學博物館から展示物を借用し、
ジオリアでサテライト展示を行いました

ジオカフェ三嶋の神のモノガタリ (8/26)

ウォーク＠三島市内（11/4）

ウォーク＠下田市白浜（10/21）

　8月 26 日に三島市民文化会館で開催したジオカフェは、定員を大きく上回る 50 名以上の申込み
がありました。特別展の内容に沿いつつ、三嶋信仰を軸に神話と考古学、地球科学の視点からトー
クを交わしました。平安時代に起きた自然現象、当時の人たちの自然観察や解釈と信仰の結びつき
方や、神話と符合する考古学的出土品の話など、参加者の関心は高く、真剣に聞き入っていました。
トークの内容に関連して、実際に現地を訪れるツアーを下田市白浜と三島市内を舞台に開催。國
學院大學の深澤教授、吉永助教が信仰の視点から、伊豆半島のジオガイドがジオの視点から現地を
案内しました。こちらもそれぞれ 30 名以上と多くの方からの申し込みをいただきました。

イベント

展示

・ ESD の取り組み

・特別支援学校でのジオ学習

・今年度のこども絵画コンクール入賞作品決定

・ジオ検定 3級

・ジオトレイン

・ ジオパーク世界大会・国内大会への参加

・ビジターセンター情報交換会

(9/23 ～ 11/19）

Event report

Geo Education

Networking



新しい研究員が着任しました！　佐々木惠子 専任研究員　

　11 月 12 日（日）に、「持続可能な地域づくりのための発表・交流会」を開催しました。松崎高校
や修善寺の親子カフェを立ち上げた会社など、６つの学校・団体が、日頃の活動や実施した事業に
関する困りごとや改善点を発表し、今後の活動の発展を目標に、メンターと呼ばれる伴走者や他の
発表者と交流を行いました。メンターには、沼津信用金庫様やサントムーン柿田川様など、経験豊
富な地域で活躍する事業者の方をお招きし、活動をより良くしていくことにヒントを出していただ
くなど、それぞれの活動をより活性化させる場となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　

　2012 年の開始以来、毎年恒例となっている伊豆半島ジオ
検定３級を、7 月 14 日（金）から８月 31 日（木）を受検
期間として実施しました。12 回目の今回は、583 名（オン
ライン 385 名、郵送 198 名）の方にご参加いただきました。
　ご家族や友人等、気軽にインターネットや書籍で調べ合っ
て参加できることから好評をいただき、企業様や学校の学
級・学年単位等、団体で参加する方も増えています。今回
の合格者数は 548 名（オンライン 354 名、郵送 194 名）で、
50 点満点が６名でした。　　　　　　　　　　　　　　

　伊豆箱根鉄道㈱および地元の高校と協働して実施している「いずっぱ
こジオトレイン」の新たなデザイン車両が、12 月 13 日（水）より運行
開始しました。第６弾となる今回は、初めて県立沼津商業高校が制作を
担当し、「いずじぃじと行くジオの秘境」と題して、地域研究活動やお
すすめジオサイトを紹介するシールを作成しました。同 18 日（月）に
は運行開始式を行い、制作した沼商生がテープカットを行いました。３
年生の杉山惺士（さとし）さんは、制作への想いについて、「自分たち
が生活している伊豆半島にはまだまだ魅力的な場所がたくさんある。こ
の電車が、ジオパークを多くの人に知ってもらえるきっかけになってく
れたら嬉しい」と話しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　

ESD の取り組み

　11 月 17 日（金）に、県立沼津聴覚特別支援学校高等部１年生を対象に、専任研究員が講師となっ
て出前授業を実施しました。「豊かな海を未来に～伊豆半島と世界のマイクロプラスチック問題～」
をテーマとし、生徒たちが自ら掲げた「私たちができる SDGs」に応える形で、実際に伊豆半島で採
取されたマイクロプラスチックを顕微鏡で確認したり、太平洋の潮の流れなどを勉強したりしました。
　障がいを抱える生徒への授業でしたが、視覚を特に意識した授業内容とするなど、工夫をして臨み
ました。生徒たちは後日、学習内容を踏まえて沼津の海岸で清掃活動を行いました。　　　　　　　
　授業で使用したマイクロプラスチックは県立韮山高校生が課題研究の一環で調査・採取したものを
お借りしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別支援学校でのジオ学習

ジオトレイン

今年度のこども絵画コンクール入賞作品決定

ジオ検定　3級

小学 4~6 年生の部最優秀賞「大地の闘心 割狐塚」

中学生の部最優秀賞「南の桜」

小学 1～ 3年生の部最優秀賞「城山と狩野川」

最優秀賞受賞者の皆さん

修善寺駅での運行開始式と
新しいヘッドマークの
ジオトレイン

ESD発表交流会の様子

特別支援学校でのジオ学習の様子

生態担当の研究員として新しく着任しました佐々木惠子と申します。森林を分け入って植物を調査したり、日本とド

イツの里山環境を比較研究したり、観光と自然環境保全を目指す地域研究に取り組んだりと、幅広い研究テーマに携

わってきました。根底にある興味は、人と自然が作り出した里山のような生態系とどう関わり、どう守っていくのか。

伊豆半島ジオパークでは、そういった地質・生態・文化のつながりを紐解き、保全と地域振興に貢献できるというこ

とで、地域で活動していくことを楽しみにしています。

　今年の「伊豆半島ジオパークこども絵画コンクール」には伊豆半島内の小中
学校から、計 107 点の力作が届けられました。MOA 美術館、三島信用金庫、
美伊豆ジオパーク推進部が審査員として厳正に審査を行い、中でもすぐれた
39 点を入賞作品として決定いたしました。 最優秀賞は、小学 1~3 年生の部 伊
豆の国市立長岡南小学校 1 年 鴨下旺生（おうき）さん、小学 4～ 6 年生の部 
函南町立西小学校 6 年 佐伯晃治（こうじ）さん、中学生の部 南伊豆町立南伊
豆中学校 3 年 森夏海（なつみ）さんでした。　　　　　　　　　　　　　　
　12 月 16 日には表彰式を行いました。また全入賞作品は、伊豆半島ジオパー
クの公式ホームページのほか、11 月より 2 月まで行われる伊豆半島各地での
巡回展にてご紹介しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～合格者総数は 6,367 名に～



伊豆半島ジオパークと静岡ガスグループは 2019 年より、伊豆半島の食の掘り起こしと発信、環境教育のために連携して年数回の
イベントを企画開催しています。2023 年のテーマは「海」です。
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お
ん
せ
ん
は
た
い
へ
ん
　 

河
津

in

　
静
岡
県
温
泉
協
会
と
の
共
催
で
毎
年
、
伊

豆
半
島
各
地
の
温
泉
地
を
会
場
に
開
催
し
て

い
る
ジ
オ
カ
フ
ェ
「
お
ん
せ
ん
は
た
い
へ
ん
」

を
、
今
年
は
河
津
町
の
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト

レ
イ
ル
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
物
語
の
あ
る
温
泉
の
価
値
を
未
来
へ
」

と
し
、
文
豪
川
端
康
成
が
滞
在
し
、
小
説
「
伊

豆
の
踊
子
」
の
舞
台
と
も
な
っ
た
「
福
田
屋
」

の
女
将
稲
穂
照
子
さ
ん
と
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
新
作
、

観
光
演
劇
「
伊
豆
の
踊
子
」
主
演
女
優
の
河

村
若
菜
さ
ん
、
温
泉
地
域
学
会
の
赤
池
勇
治

さ
ん
を
招
き
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
辻
研
究
員
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
赤
池

さ
ん
は
、
湯
ヶ
野
温
泉
の
歴
史
、
現
在
全
国

的
に
消
滅
の
危
機
に
あ
る
共
同
湯
、
い
っ
ぽ

う
で
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
そ
の
温
泉
文
化
な
ど
に
つ
い
て

話
題
提
供
。
河
村
さ
ん
か
ら
は
、
過
去
の
名

作
を
現
代
的
な
感
覚
で
再
解
釈
し
た
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｃ
の
舞
台
へ
の
思
い
や
み
ど
こ
ろ
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
参
加
者
は
三
十
名
で
、
午
前
中
に
希
望
者

を
対
象
と
し
て
企
画
し
た
河
津
七
滝
の
ツ

ア
ー
に
は
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
外

か
ら
お
越
し
の
お
客
様
も
お
り
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
河
津
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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工
芸
品
を
テ
ー
マ
と
し
た
ジ
オ
カ
フ
ェ
。

修
善
寺
の
麦
わ
ら
細
工
、
箱
根
の
寄
木
細
工
、

そ
れ
ぞ
れ
現
代
の
工
芸
を
担
う
職
人
と
、
国

内
で
も
屈
指
の
工
芸
品
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る

金
子
皓
彦
氏
を
招
き
ま
し
た
。
十
五
名
ほ
ど

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
三
島
市
に
あ
る
カ
フ
ェ
を
会
場
と
し
、ト
ー

ク
で
は
街
道
と
工
芸
品
の
関
係
、
伊
豆
と
箱

根
の
関
係
、
麦
わ
ら
細
工
と
寄
木
細
工
の
関

係
、
世
界
に
お
け
る
寄
木
、
麦
わ
ら
細
工
の

発
展
に
つ
い
て
話
題
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま

た
職
人
さ
ん
か
ら
自
分
た
ち
の
取
組
に
つ
い

て
の
紹
介
や
現
代
の
職
人
と
し
て
の
思
い
な

ど
を
話
し
て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
の
工
芸
と

そ
の
担
い
手
へ
の
理
解
を
深
め
る
場
と
な
り

ま
し
た
。
登
壇
者
の
皆
さ
ん
の
熱
意
が
伝
わ

る
雰
囲
気
の
良
い
会
場
と
な
り
、
参
加
者
か

ら
は
さ
か
ん
に
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
後
半
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
技
の
一

部
を
実
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
協
力
を

得
て
、
当
日
は
箱
根
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
て
く
れ
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

近
隣
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
連
携
が
叶
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9/16
　
伊
東
市
在
住
の
絵
本
作
家
、
田
中
清
代
さ

ん
を
招
き
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
が
挿
絵
を
描

い
た
宮
沢
賢
治
の
物
語
「
気
の
い
い
火
山
弾
」

を
題
材
と
し
た
絵
本
を
使
用
し
ま
し
た
。
絵

本
の
中
か
ら
自
然
科
学
と
関
係
の
あ
る
部
分

を
地
質
系
の
研
究
員
が
解
説
。
参
加
者
間
で

役
割
を
決
め
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
挿
絵
を
楽
し

み
な
が
ら
朗
読
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
後
半
は
伊
豆
半
島
の
石
を
砕
い
て
粉
に
し

た
岩
絵
の
具
を
用
意
し
、
に
か
わ
と
混
ぜ
て

思
い
思
い
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
十
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
写
真
絵
本
作
家
の
小
寺
卓
矢
さ
ん
を
講
師

と
し
て
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
参
加
可
能
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
用
意

し
た
写
真
素
材
を
も
と
に
参
加
者
が
ス
ト
ー

リ
ー
を
組
み
立
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
絵

本
を
作
り
ま
し
た
。
講
師
は
表
現
や
伝
え
方

の
こ
つ
を
子
供
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
子
供
た
ち
も
楽
し
ん
で

制
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　

　
自
分
の
作
っ
た
作
品
へ
の
愛
着
を
通
し
て

ジ
オ
パ
ー
ク
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
何

よ
り
で
す
。
親
子
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

　

絵
本
作
家
を
招
い
て
の

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ジ
オ
パ
ー
ク
の
写
真
素
材
を

　
　
　
　
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
日
本
一
深
い
駿
河
湾
に
面
し
た
沼
津
市
の
戸
田
で

は
深
海
魚
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
戸

田
で
、
深
海
魚
を
テ
ー
マ
と
し
た
ジ
オ
ぱ
く
を
開
催

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　「
し
ず
お
か
の
海
　 
大
使
」
で
も
あ
る
青
山
沙
織

さ
ん
を
招
い
て
、
深
海
と
深
海
魚
に
つ
い
て
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
魚
の
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
知
っ
て
る
！
」
と
声
が
あ
が
り
、

オ
ス
メ
ス
の
見
分
け
方
や
、
海
中
で
の
様
子
、
船
に

上
が
っ
て
き
た
と
き
の
色
な
ど
、
深
海
魚
の
特
徴
の

お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
本
物
の
深
海
魚
が

登
場
す
る
と
、
市
場
に
で
ま
わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
い
深
海
魚
と
の
対
面
に
会
場
中
大
興
奮
。
お
昼
ご

は
ん
に
は
、
道
の
駅
く
る
ら
戸
田
特
製
の
「
深
海
サ

メ
バ
ー
ガ
ー
」
と
「
ト
ロ
ボ
ッ
チ
フ
ラ
イ
」
を
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、バ
ス
に
乗
っ

て
「
戸
田
塩
の
工
房
」
へ
。
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
塩
を
袋
詰
め
し
て
い
る
手
を
止
め
て
、
工
房
を
案

内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
日
の
締
め
く
く
り
は
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
に

よ
る
ジ
オ
ツ
ア
ー
。
ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
る
御
浜
岬
に
、

海
越
し
に
望
む
富
士
山
、
雄
大
な
駿
河
湾
の
絶
景
を

一
望
で
き
る
出
逢
い
岬
で
、
戸
田
の
地
形
と
深
海
魚

の
関
わ
り
の
お
話
や
、
戸
田
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え

て
も
ら
い
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
一
日
を
終
え
ま
し
た
。
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ジ
オ
ぱ
く
﹁
深
海
魚
﹂
を
訪
ね
て

東アジア文化都市 2023　「伊豆のふるさとと文学～異郷としての日本」を開催
　伊豆半島ジオパークは豊かな自然に培われ、伊豆市湯ケ島など国内屈指の文学の聖地とも
称される文化資源が各地にあります。2023年静岡県は東アジア文化都市関連イベントとして、
伊豆半島地域でも「伊豆文学祭」を開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　10 月 15 日（日）伊豆の国市のアクシスかつらぎで「伊豆の故郷と文学～異郷としての日本」
が開催されました。今回は、一社）日本ペンクラブの「ふるさとと文学」事業として「異郷」
をテーマに、文学を素材に映像、音楽、朗読劇をはじめ、外国人作家が描く「異郷としての
日本と伊豆文学」として、文学の魅力を発信するイベントとして実施されました。　　　　
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登壇者を囲んでの記念撮影

熱い思いを伝える登壇者のみなさん

朗読劇「補陀洛渡海記」 映像ライブステージ「鏡のなかのニッポン」

深海魚を間近で観察

ガイドから戸田のことを学ぶ
PR



発行元：一社）美しい伊豆創造センター　ジオパーク推進部　
〒410-2416　静岡県伊豆市修善寺838-1 修善寺総合会館内　
　　　0558-72-0520
　　　info@izugeopark.org
　　　https://.izugeopark.org/

伊豆半島ジオパークミュージアム「ジオリア」
〒410-2416　静岡県伊豆市修善寺838-1 修善寺総合会館内　
開館時間／9:00 ～ 17:00（入館は閉館時間の30分前まで）
　　　0558-72-0525　
　　　0558-72-1355
休館日／水曜日・年末年始（12/29～1/3）
（水曜が祝休日の場合は開館し、翌平日休館）　　　

伊豆半島ジオパークのサポーターになりませんか？
サポーターには定期的にイベント等のお知らせをお送りします。
⇐詳細はこちら

次世代ジオ ガ イ ド リ ー ダ ー養成事業　　　　
　全国大会、中部ブロック大会、サスティナブルツーリズム事
業、伊豆大島研修に参加しました。これらの成果については、
伊豆半島ユネスコ世界ジオパーク認定５周年記念イベント（3
月 10 日）での報告を予定しています。　　　　　　　　　　

第 10回ユネスコ世界ジオパークネットワーク国際会議（9/6-14）
　世界ジオパークネットワーク（以下「GGN」）が主催する 2年に一度の国際会議（世界大会）がモロッコのマラケシュで開催されました。 ユネス
コが取り組む最新の活動方針の確認、他国内外のGGNネットワークを広げ、相互交流による活動に取り組むこと、認定証授与式へ出席することを
主な目的として、美伊豆副会長の山下伊豆の国市長と事務局 3名で参加しました。　
　世界大会がアフリカ大陸で開催されるのは初めてで、世界 50 か国、約 1,500 名が参加し、日本国内からも 14 地域から約 40 名が参加しました。
大会参加二日目にモロッコ地震が発生し、以降の大会プログラムは中断しました。一方でこの震災対応を機とした国内外のジオパーク関係者との
相互協力等、ネットワークを構築することができました。

　今年の「伊豆半島ジオパークこども絵画コンクール」には伊豆半島内の小中
学校から、計 107 点の力作が届けられました。MOA 美術館、三島信用金庫、
美伊豆ジオパーク推進部が審査員として厳正に審査を行い、中でもすぐれた
39 点を入賞作品として決定いたしました。 最優秀賞は、小学 1~3 年生の部 伊
豆の国市立長岡南小学校 1 年 鴨下旺生（おうき）さん、小学 4～ 6 年生の部 
函南町立西小学校 6 年 佐伯晃治（こうじ）さん、中学生の部 南伊豆町立南伊
豆中学校 3 年 森夏海（なつみ）さんでした。　　　　　　　　　　　　　　
　12 月 16 日には表彰式を行いました。また全入賞作品は、伊豆半島ジオパー
クの公式ホームページのほか、11 月より 2 月まで行われる伊豆半島各地での
巡回展にてご紹介しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ビジターセンター情報交換会（8/30）

熱川温泉がジオサイトに指定

　7月 5日に開催されたジオパーク委員会において、熱川温泉（東伊豆町奈良本）が新たにジオサイト（文化サイト）
に指定されました。指定されたのは伊豆急行線伊豆熱川駅を中心とした海岸線までの範囲で、100 度に達する高
温な温泉が湧出し、立ち並ぶ温泉櫓から湯煙漂うレトロな街並みが特徴のエリアです。この地域で育まれた「湯
守り」と呼ばれる温泉管理の技術は、まさに大地の遺産を活用して生まれた無形文化遺産であり、サイト指定に
より文化資源の保全や教育・観光振興につながることが期待されます。熱川温泉のジオサイト（文化サイト）指
定により、伊豆半島ジオパークのジオサイトは合計 184 となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第 13回日本ジオパーク全国大会 in 関東（10/27 ～ 29）
　千葉県銚子市をメイン会場、埼玉県秩父市をサテライト会場として開催した全国大会に美伊豆副会長の山下伊豆の国
市長と事務局６名、ジオガイド３名で参加しました。
　分科会や交流会では全国各地のジオパーク関係者との交流や、今後の連携事業等の協議を行いました。

銚子での全国大会の様子

中部ブロックでのパネルディスカッション

開会式の様子 ユネスコ世界ジオパーク認定証を受領 姉妹ジオパーク、チレトゥパラブハンラトゥのメンバーと

第 10回日本ジオパーク中部ブロック大会（9/20、21）
　苗場山麓ジオパーク（新潟県津南町）で開催された中部ブロック大会に事務局２名、ジオガイド２名で参加しました。
パネルディスカッションでは次世代ジオガイド事業を事例紹介しました。また信濃川でのジオラフティングでは普段
見ることができない地形・地質を体感することができました。

　伊豆半島ジオパークビジターセンターのネットワークづくりと相
互連携を進めるため、令和５年度第１回伊豆半島ジオパークビジ
ターセンター情報交換会を開催しました。市町には今年度からジオ
パーク担当に就任された方もいることから、午前中は遠藤研究員に
よるジオリア案内、午後は辻研究員から伊豆半島ジオパークについ
てのイントロダクションを行いました。またグループワークでは「ビ
ジターセンターの役割について」「情報交換会で取り上げたいこと・
取り組みたいこと」について意見を出し合い、共有の場としました。
ここで出された意見や課題は第二回以降につなげ、有意義な情報交
換会として行きます。

サスティナブルツーリズム研修伊豆大島研修
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